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総
務
常
任
委
員
会

委員長
　門倉　道雄
副委員長
　内田　英亮
委員
　矢野間　規
　清水　静子
　巴　　高志
　広瀬　伸一
　早野　　清

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委員長
　冨田　雅寿
副委員長
　栗田　弘志
委員
　谷田　裕之
　倉林　益代
　粳田平一郎
　柿沼　光男
　小林　　猛

建
設
産
業
常
任
委
員
会

委員長
　山田　康博
副委員長
　堀口伊代子
委員
　小賀野健司
　山口　　豊
　柿沼　綾子
　高橋　和美
　林　　富司

議 案 番 号 件 名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

議決結果
谷
田
裕
之

栗
田
弘
志

倉
林
益
代

小
賀
野
健
司

内
田
英
亮

矢
野
間 

規

山
口 

豊

山
田
康
博

清
水
静
子

門
倉
道
雄

巴　
高
志

堀
口
伊
代
子

冨
田
雅
寿

粳
田
平
一
郎

柿
沼
綾
子

柿
沼
光
男

広
瀬
伸
一

小
林　
猛

高
橋
和
美

林　
富
司

早
野　
清

市　
長　
提　
出　
議　
案

第28号議案 令和５年度本庄市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）【Ｐ15】 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
可
否
同
数
の
場
合
の
み
採
決
に
参
加
し
ま
す
。

○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第29号議案 令和５年度本庄市水道事業会計補正予算（第４号）
・事業費の確定見込み等により資本的支出の補正などするもの 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第30号議案 令和５年度本庄市下水道事業会計補正予算（第４号）
・事業費の確定見込み等により資本的支出の補正などするもの 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第31号議案 令和６年度本庄市一般会計予算【Ｐ15】 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第32号議案 令和６年度本庄市国民健康保険特別会計予算
【予算額：81億304万6000円】 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第33号議案 令和６年度本庄市介護保険特別会計予算
【予算額：65億6668万2000円】 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第34号議案 令和６年度本庄市後期高齢者医療特別会計予算
【予算額：11億4290万5000円】 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第35号議案
令和６年度本庄市水道事業会計予算
【収益的収入予定額：16億 1318 万 3000 円、収益的支出予定額：
16 億 9483 万 7000 円、資本的収入予定額：5 億 4294 万 1000
円、資本的支出予定額：12億 5686 万 5000 円】

原 案 可 決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第36号議案
令和６年度本庄市下水道事業会計予算
【収益的収入予定額：21億 9332 万 3000 円、収益的支出予定額：
21 億 6321 万 5000 円、資本的収入予定額：23 億 518 万 8000
円、資本的支出予定額：27億 2598 万 7000 円】

原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第 3 7 号
追 加 議 案

本庄市税条例の一部を改正する条例
・地方税法等の一部改正に伴う所要の改正 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

第 3 8 号
追 加 議 案

本庄市放課後児童健全育成事業に関する条例の一部を改正する条例
・放課後児童健全育成事業への需要の高まりに応じ、公立の学童
保育室の入室について、弾力的に行うこととするための改正

原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

議
員
提
出
議
案

議第1号議案 本庄市議会議員の請負の状況の公表に関する条例【Ｐ15】 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

議第2号議案 市長の専決処分事項の指定についての一部改正【Ｐ15】 原 案 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○

（賛成：○　反対：×　棄権：棄　欠席：欠）　

令和６年第１回定例会令和６年第１回定例会 提出議案等とその結果（つづき）提出議案等とその結果（つづき）

　
３
月
１
日
・
４
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議
案
９
件
を
慎
重

審
査
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
及
び
質
疑
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〇
本
庄
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　
育
児
休
業
し
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職

員
に
対
し
て
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
支
給
要
件
は
あ
り
ま
す
か
。

答　
１
つ
目
と
し
て
、
基
準
日
の
６
月
１
日

ま
た
は
12
月
１
日
に
在
職
す
る
者
で
あ
る
こ

と
、
２
つ
目
と
し
て
任
期
が
６
か
月
以
上
あ

る
者
、
３
つ
目
と
し
て
１
週
間
の
勤
務
時
間

が
15
時
間
30
分
以
上
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
３

つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
者
が
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。

〇
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

問　
国
際
化
推
進
事
業
の
旅
費
で
52
万
４
０

０
０
円
、
台
南
市
へ
協
定
の
関
係
で
行
か
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
何
月
頃
に
行
か
れ

る
予
定
な
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答　
相
手
方
の
ご
都
合
も
あ
り
ま
す
が
、
現

在
本
市
と
し
ま
し
て
は
、
10
月
頃
を
め
ど
と

し
て
協
定
の
締
結
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
台

南
市
に
あ
り
ま
す
林
百
貨
の
パ
レ
ー
ド
も
参

加
す
る
と
い
う
こ
と
で
予
定
し
て
お
り
、
そ

の
分
も
予
算
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

問　
防
災
事
業
の
中
の
新
規
事
業
、
備
蓄
品

再
配
備
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
再
整
備
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
う

い
っ
た
こ
と
を
す
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答　
備
蓄
品
が
一
番
多
く
保
管
し
て
あ
る
場

所
が
児
玉
総
合
支
所
の
第
二
庁
舎
で
、
そ
こ

に
か
な
り
の
量
の
水
や
食
料
、
備
蓄
資
機
材

が
入
っ
て
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
て
初
め

て
そ
こ
か
ら
運
び
出
す
よ
り
も
現
地
の
避
難

所
と
な
る
小
中
学
校
に
現
地
備
蓄
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
、
令

和
６
年
度
に
つ
い
て
は
東
中
学
校
と
児
玉
総

合
支
所
第
二
庁
舎
の
中
の
備
蓄
品
の
整
理
を

行
う
と
い
う
内
容
の
業
務
委
託
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
３
月
１
日
・
４
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議
案
15
件
を
慎
重

審
査
致
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〇
本
庄
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
介
護
支
援
専
門

員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
が
行
う
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
実
施
方
法
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。

答　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
方
法
の
緩
和
の

条
件
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
同
意
が
あ
っ

た
場
合
、
な
お
か
つ
、
利
用
者
の
状
態
が
安

定
し
て
お
り
、
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活
用

し
た
意
思
疎
通
が
で
き
る
な
ど
の
項
目
に
つ

い
て
、
主
治
医
な
ど
か
ら
の
合
意
を
得
ら
れ

た
場
合
に
実
施
で
き
る
も
の
で
す
。

〇
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

問　
市
内
公
立
の
中
学
校
４
校
に
新
た
に
設

置
さ
れ
る
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
通
称

ア
シ
ス
ト
ル
ー
ム
）
に
配
置
さ
れ
る
ア
シ
ス

タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
は
、
各
ク
ラ
ス
や
ふ

れ
あ
い
教
室
な
ど
と
つ
な
げ
る
役
割
が
あ
り
、

学
校
長
経
験
の
あ
る
よ
う
な
ベ
テ
ラ
ン
の
配

置
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答　
教
員
免
許
を
お
持
ち
の
方
で
、
学
校
で

の
勤
務
経
験
が
あ
る
こ
と
も
加
味
し
、
採
用

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
二
十
歳
の
祝
い
式
典
は
、
本
庄
に
住
ん

で
い
て
も
、
本
庄
市
外
の
私
立
の
中
学
校
に

行
っ
て
い
る
子
供
た
ち
は
、
つ
な
が
り
が
な

い
か
ら
参
加
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。
行

政
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
な
い
か
。

答　
本
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
の
出
席
に
つ

い
て
制
限
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
分
か
り

や
す
く
、
出
席
し
や
す
い
よ
う
に
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

　
３
月
５
日
・
６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議
案
12
件
を
慎
重

審
査
致
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〇
本
庄
市
自
然
環
境
等
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
事
業
と
の
調
和
に
関
す
る
条
例

問　
事
業
者
は
、
事
業
区
域
内
の
公
衆
の
見

や
す
い
場
所
に
規
則
で
定
め
る
標
識
を
掲
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
ま
す
が
、
掲

載
内
容
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
伺
い
ま
す
。

答　
標
識
の
中
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
の
概
要
、
区
分
、
名
称
、
所
在
地
、

発
電
出
力
の
ほ
か
、
事
業
者
の
名
称
、
住
所
、

連
絡
先
や
保
守
点
検
責
任
者
の
氏
名
、
住
所
、

連
絡
先
な
ど
を
標
識
に
記
載
し
て
い
た
だ
き
、

公
衆
の
見
や
す
い
場
所
に
設
置
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

〇
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

問　
３
市
連
携
利
根
川
花
火
大
会
に
つ
い
て
、

深
谷
市
は
１
万
円
札
、
伊
勢
崎
市
は
田
島
弥

平
な
ど
宣
伝
が
で
き
ま
す
が
、
１
５
０
０
万

円
を
か
け
て
本
庄
市
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
を

市
民
に
対
し
宣
伝
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

答　
本
庄
市
と
し
て
は
、
令
和
６
年
度
は
本

庄
早
稲
田
駅
開
業
の
20
周
年
、
坂
東
大
橋
架

け
替
え
の
20
周
年
に
当
た
る
年
で
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
記
念
事
業
と
し
て
花
火
大
会

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
市
民
の

方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ま
す
。

問　
止
水
板
設
置
補
助
金
に
つ
い
て
、
止
水

板
に
つ
い
て
、
一
般
の
民
家
で
も
設
置
で
き

る
の
か
、
例
え
ば
一
度
、
浸
水
被
害
が
あ
っ

た
場
所
で
な
い
と
対
象
で
は
な
い
の
か
基
準

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答　
止
水
板
に
つ
い
て
は
、
設
置
す
る
場
所

が
凸
凹
で
す
と
、
止
水
が
完
全
に
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
あ
る
程
度
設
置
箇
所
の
下
を
な

ら
す
な
ど
の
土
間
工
事
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸
水
が
想
定
さ

れ
て
い
る
地
域
限
定
の
補
助
金
と
な
り
ま
す
。

令和５年12月に令和５年12月に
参加した林百貨参加した林百貨
パレードの様子パレードの様子
（台南市）（台南市）

上:第二庁舎上:第二庁舎
下:東中学校下:東中学校

止水板の設置例止水板の設置例

令和５年度本庄市二十歳の祝い令和５年度本庄市二十歳の祝い
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交
通
政
策
及
び
観
光
政
策

　
　
　   

　
特
別
委
員
会

委員長
　広瀬　伸一
副委員長
　清水　静子
委員
　倉林　益代
　山田　康博
　門倉　道雄
　冨田　雅寿
　柿沼　綾子
　柿沼　光男
　高橋　和美
　早野　　清

17
号
バ
イ
パ
ス
及
び
幹
線
道
路

　
　
　
整
備
対
策
特
別
委
員
会

委員長
　林　　富司
副委員長
　矢野間　規
委員
　谷田　裕之
　栗田　弘志
　小賀野健司
　内田　英亮
　巴　　高志
　堀口伊代子
　小林　　猛

　
本
特
別
委
員
会
は
、
本
庄
駅
、
児
玉
駅
、

本
庄
早
稲
田
駅
の
３
駅
を
中
心
に
、
安
全
で

快
適
な
通
勤
・
通
学
環
境
の
創
出
や
、
子
育

て
世
代
を
含
む
定
住
者
の
増
加
を
図
り
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組

む
た
め
、
長
期
的
な
視
点
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

対
し
て
要
望
活
動
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
、

及
び
本
庄
市
の
観
光
拡
大
に
つ
い
て
も
取
り

組
ん
で
い
く
委
員
会
で
す
。

　
令
和
５
年
６
月
に
要
望
書
の
内
容
を
確
認

し
、
９
月
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
高
崎
支
社
へ
、
12

月
に
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社
へ
、
Ｊ
Ｒ
高
崎
線

の
籠
原
駅
発
着
の
列
車
を
高
崎
駅
発
着
へ
変

更
す
る
こ
と
、
新
車
両
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、

15
両
編
成
列
車
を
籠
原
駅
以
北
へ
延
伸
す
る

こ
と
、
Ｊ
Ｒ
八
高
線
の
沿
線
地
域
の
活
性
化

の
た
め
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
や
Ｓ
Ｌ
等
の

臨
時
列
車
を
運
行
す
る
こ
と
、
本
庄
早
稲
田

駅
の
新
幹
線
の
停
車
本
数
の
増
加
に
つ
い
て
、

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
３
月
11
日
に
開
催
し
た
委
員
会

で
は
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
現
状
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
運
行
し
て
い
る
上
毛
電
鉄
の

一
部
の
区
間
、
赤
城
駅
―
中
央
前
橋
駅
間
に

乗
車
し
、
駅
や
ホ
ー
ム
、
車
内
や
利
用
客
の

様
子
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き

続
き
、
コ
ロ
ナ
後
の
時
代
を
見
据
え
た
鉄
道

の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
へ
要
望
す
る

ほ
か
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
特
別
委
員
会
は
、
国
道
17
号
本
庄
道
路

や
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
の
た
め
の
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
６
月
に
は
、
国
道
17
号
本
庄
道

路
の
整
備
を
担
っ
て
い
る
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
大
宮
国
道
事
務
所
を
訪
問
し
、

国
道
17
号
本
庄
道
路
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

確
認
し
、
１
日
も
早
い
全
線
開
通
に
向
け
て

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月

に
は
、
国
土
交
通
省
及
び
財
務
省
を
訪
問
し
、

要
望
書
を
手
渡
し
、
国
道
17
号
本
庄
道
路
の

早
期
整
備
の
た
め
の
予
算
付
け
な
ど
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

　
12
月
に
は
、
埼
玉
県
県
土
整
備
部
を
訪
問

し
、
国
道
17
号
バ
イ
パ
ス
を
は
じ
め
、
県
道

花
園
本
庄
線
、
国
道
４
６
２
号
、
国
道
２
５

４
号
本
庄
藤
岡
間
バ
イ
パ
ス
な
ど
の
幹
線
道

路
に
つ
い
て
、
事
業
進
捗
の
お
礼
や
今
後
の

整
備
促
進
に
つ
い
て
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
３
月
に
は
、
橋
梁
整
備
の
調

査
・
研
究
の
た
め
、
昨
年
11
月
に
開
通
し
た

埼
玉
県
三
郷
市
と
千
葉
県
流
山
市
を
結
ぶ
三

郷
流
山
橋
有
料
道
路
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
国
道
17
号
本
庄
道
路
や
幹
線

道
路
の
整
備
促
進
の
た
め
、
関
係
機
関
へ
の

要
望
活
動
や
調
査
・
研
究
等
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

国土交通省での要望活動国土交通省での要望活動

埼玉県庁での要望活動埼玉県庁での要望活動

JR東日本 本社へ要望活動JR東日本 本社へ要望活動

サイクルトレインの利用客サイクルトレインの利用客


